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〈第５章〉近代化
◆モダニズムとは近代化の特殊なプロセスによって生み出されたモダニティの条件にたいする、不安定で変動の激しい一つの美学的反応である

↓

ポストモダニズムの出現を解釈するには資本主義的近代化の性質を抑えなくてはならない。

○ブルジョワジーが国際主義を世界市場にもたらすことに伴った「大きな代価」
・暴力、伝統の破壊、抑圧
・金銭による評価基準

・神聖なものの汚染（関係の希薄化）

○資本主義社会における貨幣の機能
・「商品の物神崇拝」…貨幣関係が生産者を支配する。貨幣と市場取引は、諸物の間の社会関係をベールで覆い「隠蔽している」（マルクス「資本論」）
　　・他者への権力の行使
　　・断片化の強制

○資本主義的国家…制度化された暴力をひとり占めにする強制的な権威システム

モダニティについて唯一確かなもの　→　不安定な状態

〈第６章〉「ポスト」モダニズムかポスト「モダニズム」か？

○ポストモダニズムは社会的、経済的、政治的実践の模倣と美学的介入を接合した観点に立つことによって理解できるだろう。
○モダニズムとポストモダニズムとの間の連続性（モダニストたちの偉大な成果の継承）
○ポストモダニズムに潜む危険性…他者の意見の脱権力化・メタ理論の否定（政治経済の現実やグローバルな権力の実情と向かい合うことを避けている）
■議論点

　・ｐ156、９行目からの「ポストモダニズムの台頭は、そうした社会的条件…」について

　・第6章のタイトル：「ポスト」モダニズムかポスト「モダニズム」か？について
